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　近年は医療の進歩と共に医療施策もめまぐるし
く変化している．中でも在宅への推進は診療報酬
の改定にも反映され，病院として医療や看護のあ
りかたを厳しく問われるものとなっている．患者
さんが地域でその人らしく安心して暮らせるよう
サポートする事を活動方針としての相談室の使命
や役割はますます重要になってきた．
　相談室ではこのような変化に対応するために昨
年6月より入院患者全員に入院時スクリーニング
シートを記載してもらうようにした。開設当初か
ら退院調整の早期介入の必要性を感じていたが，
診療報酬改定で退院調整が算定できるようになり
システム化することができた．当院の在院日数が
15日前後となっており，医療処置の必要な患者
や病状経過見守りの必要な患者が在宅療養を余儀
なくされている．
　近隣町村では高齢化が進み一人暮らしの患者さ
んも増加し，家族と疎遠になっているケースも多
く見聞きする．そのようなキーパーソンが不在の
中では在宅生活を支える地域のカが重要な鍵とな
っている．相談室はそのような多くの患者さんの
ごく一部しか関与できず，多くは病棟看護師のケ
ア計画により在宅生活を送っている．
　スクリーニングシートは在宅生活に問題を抱え
ることが予測される患者を早期に把握し，安心し
て在宅生活に戻れるよ’う適切な看護を見極める事
が出来る．相談室に依頼のあった退院調整のうち，
退院支援計画書の加算対象者は8ヶ．月で107名
である．多くは脳外科や整形外科の後遺障害のあ
る患者であるが，近年は癌ターミナル患者の在宅
支援の必要性を強く感じている．
閉鎖に伴う調整により増加したものである．消化
器内科はここ2・3年退院調整依頼が増加傾向に
あるが，先にあげた癌ターミナル患者の調整が増
加している．
　転帰では，施設入所が20年度までは30人前
後と横ばい状態であったが，今年度は9ヶ，月間で
30件の調整を行うなど，近隣町村の施設のみな
らず，札幌・旭川へ転出しての入所調整が増加し
た．近隣町村の施設数は入所受け入れに限界があ
り，町村によっては介護サービスで在宅療養患者
の生活支援が困難な場合もあり，やむを得ず地方
の施設入所を検討する事例が増えている．
　各年度の退院調整数はほぼ200人台と横ばい
状態で，自宅への調整数も大きな増減はない．し
かし，年齢では当初は74歳以下の患者の依頼が
多かったが，19年度より逆転し，今年度は75
歳以上の患者が74歳以下の患者の2倍となっ
た．高齢化率の割合が高まる中，今後も75歳以
上の患者の調整依頼は増加すると推察される．
　高齢者の調整は地域のサービス提供の実情にも
左右されるが，経済問題や家族関係など多くの問
題を抱えている事もあり，調整は難航する．調整
患者の在院日数が今年度は24日間短縮されたこと
は当院の医療従事者が入院早期から在宅を見据え
て対応した成果である．DPCが導入された事も
あり，今後も在院日数の短縮に拍車がかかるもの
と思われる．医療の現状や地域の実情に合わせ患
者の期待にどのように応えて行くのか病院として
の明確な方針が求められ，相談室も役割を見失う
ことなく日々の業務に努めたい．
過去6年間の退院調整の推移
　相談室退院調整年度実績より，平成16年から
21年12月までの退院調整対象患者は1453
名であった．調整した診療科では調整実績の多い
上位から5番までを表にした．調整の一番多い科
は脳外科であるが，次いで整形外科である．神経
精神科が3番となっているが，3年前の第二病棟
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　　　　　　　　叉?目 ！6年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 合計
市　　内 137 112 176 164 166 139 894所在地
市　　外 86 87 122 84． 97 83 559
脳神経外科 38 43 85 75 87 70 398
整形外科 57 26 61 41 41 32 258診療科
心療内科・精神科 35 55 23 17 12 11 153
消化器内科 17 9 30 28 35 32 15！
循環器内科 4 6 25 35 29 30 129
自宅退院 68 81 96 78 93 55 393転帰
転院 62 96 1！8 102 108 78 564
施設入所’ 15 22 33 26 20 30 146
74歳以下 118 105 ！35 87 98 76 619
年齢
75歳以上 105 94 163 161 165 146 834
計 223 199 298 248 263 222 1453
退院調整に要した期間※1 58日（76）52日（126）39日（45）51日（58）37日（38）35日（35）
退院調整患者の在院日数 85日（664）88日（2369）67日（73）74日（94）62日（65）61日（64）
当院の在院日数（全体） 26日 21日 19日 18日 17日17日（9月現在）
＊1一相談を受けた日から退院までに要した日数
　　　　　　　　　　　　　　　　　表　過去6年間の退院調整年度実績
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